
令和６年度第２回伊勢市市民公益活動促進委員会　議事録 

 

日　　時：令和７年２月２６日（金）14 時 00 分～15 時 30 分 

場　　所：オンライン開催 

出席委員： 

委 員 長 池　山　　　敦　氏　（皇学館大学　教育開発センター准教授） 

副委員長 藤　岡　喜美子　氏　（(公社)　日本サードセクター経営者協会東海支部長） 

秋　山　則　子　氏　（NPO 法人三重みなみ子どもネットワーク　理事長） 

川　北　　　輝　氏　（津市市民活動センター　センター長／ 
　　　　　　　　　　　NPO 法人津市 NPO サポートセンター　理事長） 
中　川　眞由美　氏　（明倫地区まちづくり協議会　会長） 

江　﨑　明　裕　氏　（伊勢商工会議所　企画推進室　課長） 

北　村　智　子　　　（伊勢市環境生活部　市民交流課　副参事兼男女共同 
参画係長） 

【いせ市民活動センター指定管理者】 

特定非営利活動法人　いせコンビニネット 

増　川　尚　男　　　（事務局長） 

西　川　恒　夫　　　（いせ市民活動センター長） 

浦　田　宗　昭　　　（いせ市民活動センター企画部長） 

【事務局】 

山　下　智　也　　　（市民交流課　課長） 

坂　本　展　章　　　（市民交流課　主幹兼市民交流係長） 

森　　　崇　晶　　　（市民交流課　市民交流係） 

 

１．あいさつ 

 

２．協議事項 

・令和６年度いせ市民活動センターの管理運営状況　中間報告について 

※（委）＝委員　（指）＝指定管理者　（市）＝伊勢市 

 

（指）（資料（中間報告書）に沿って令和６年度上半期の管理運営状況について説明。） 

 

（委）講習事業について、大体参加される方は、毎回同じ方が多いのか、新しい層の方が多

いのか。 

 

（指）パソコン等については、固定の方が多い。防災講座については、みなさんの関心も高

く、多方面から 60 人以上の方に参加していただいた。 

 

（委）講座の企画は何かニーズがあって決めているのか、事務局が必要な企画を考えて開催

しているのか。 



 

（指）センターが自主的に企画し定期的に開いているものと、要望があって開催するものの

２種類がある。 

 

（委）市民活動センターとして、今伊勢市に何が必要かというところで講座を開催するとい

うことはないのか。 

 

（指）登録団体に要望も聞いているが今のところ特に出てきていない。 

 

（委）要望に対して答えるのではなく、市民活動センターは、これから伊勢をどうしていく

のかをリードしていく必要がある。防災はこれから絶対地域に必要な取り組みだから

いいと思うが、伊勢が暮らしやすくなるためにこういうことをした方が良いといった

考えはないのか。 

 

（市）団体のニーズを把握しながら進めていく部分も必要であるが、これからの市民活動に

どんな内容が求められているのか、市民交流課としても市民活動センターと連携し、

把握に努め、進めていきたい。 

 

（委）能登半島などの被災地では、気持ちが前向きになってくると、新しい地域づくり、ま

ちづくりをしていく段階となるが、行政や地域の組織も個々の活動には限界があるた

め、市民活動センターの「組織と組織を繋げる」という役割がとても大事になってく

る。そういう意味で、防災講座の実績にしても「何人集まったか」といった表面的な

結果だけではなく、人や団体がこう変化した、こんなことができるようになったとい

った指標を持つことが大事である。 

 

（指）災害時には伊勢市でも自治会やまちづくり協議会、ＮＰＯと連携しないといけない。

また、福祉関係の事業所ともケースマネジメントを一緒に考えていかないといけない。

ただ、ＳＤＧｓができてから、ＮＰＯにとって企業との競争が全国的に厳しい状況に

なっている。そんな中で、中間支援として、どう動いて良いか悩んでいる。 

 

（委）ＮＰＯを取り巻く環境が非常に厳しいことも間違いない。だからこそ、行政との協働

を考えるべきである。 

 

（指）行政、ＮＰＯ、市民活動センター、それぞれが次のあり方を考える時期に来ているの

ではないかと思っている。 

 

（委）様々な事業でデジタル化を進めていこうとするが、スマホの扱いが難しい高齢の方が

たくさんいる。商工会議所で、市民の IT リテラシーを上げていくために町の電気屋

さんにスマホの使い方などを教えてもらえるような取組を行ったが、あまり利用され

なかった。市民の方はそういうことを教えてもらうとその店で何か買ってこないと申



し訳ないと思うのかもしれない。市民活動センターがやった方が行きやすいのではな

いか。機会があれば、ご検討いただきたい。 

 

（指）新年度に実施を検討したい。 

 

（委）特別事業のところで、消毒用アルコール製剤の無償提供や非接触型体温計の無償貸与

があるが、少しずつ社会が変わっていく中で、市民活動を中間支援していくには、実

際に現場で活動している方の半歩先を進んでいく必要がある。指定管理者としては、

時代の変化を的確に捉えて市民活動をバックアップしていってほしい。 

 

３．報告事項 

・いせ市民活動センターの改修について 

※市から資料に基づき共有。 

 

（委）利用者の方に情報はどれぐらい出しているのか。 

 

（市）２月１日号の広報で貸館休止期間を告知した。その後議会へ改修内容について報告し、

利用団体には２月中旬に書面でご案内をさせてもらった。休止の期間においては他の

公共施設の貸館に係る情報提供をしながら、いせトピアのれいんぼうルームにて貸館

以外の支援を継続し、市民活動の活性化を図っていきたいと考えている。 
 

４．その他 

　　・市の取り組み（いせミライプロジェクト） 

※市から資料に基づき取り組みの内容を報告。 

 

（委）市の担当課等との協働はあるのか。 

 

（市）まずは自分たちで考えて、取り組みたいことを決めた中で、関係所属から必要に応じ

たサポートをさせていただいている。 

 

（委）自分たちがやりたいことを実現させてあげるだけではなく、市がしたいことをどう進

めれば良いかを一緒に相談しながら取り組んでほしい。 

 

（市）今年度が３年目になるが、今回市の課題を把握してもらうところからスタートさせて

いただいた。こども計画にも、このいせミライプロジェクトの推進が組み込まれてい

るので、連携を取って進めていく。 

 

以上


